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序

当市では本年度も市内遺跡発掘調査事業を実施しました。本書はそれらの調査成果をま

とめたものです。

調査を行つたのは 23地点で、そのうち 10地点から縄文時代・古代・中世の遺構
。遺物

が確認されました。特に本年は古代苅田郡の郡役所 (郡衛)跡と推定されている大畑遺跡

の調査が多く実施されており、全確認調査件数の 3分の 1を占めています。調査要因が個

人住宅などの小規模開発のため、それぞれの調査区は狭降で得 られる情報もわずかですが、

全容解明のための大規模調査の実施も難しい現状では、このような調査を持続していくこ

とが未だに内容をほとんど知ることができない苅田郡衛の様相解明に繋がるのではと期待

しています。

一方、当市では白石市博物館建設に対する市民の機運が高まってきており、改めて郷土

の歴史を振 り返る時期に来ています。今後は埋蔵文化財の調査にあわせ、市内の一般文化

財の調査も本格化します。地域の歴史と文化を読み解き、その情報を蓄積していくことは

郷土の理解を深めることにつながり、ますます重要な責務になってくると考えます。

徐々に世代交代が進み、もはや明治・大正でさえ遠い昔 と感じられる今 日、より多くの

ことを未来の世代に伝えるためにも、よリー層文化財保護行政の充実をはかつてまいりた

いと存じます。

最後になりましたが、発掘調査を実施するにあたつて多大なご協力
。ご理解をいただき

ました関係各位に厚 く御礼申し上げ、感謝の言葉 といたします。

平成 18年 3月

白石市教育委員会

教育長 高 橋 昌



次

序  文

例  言

1。 大畑遺跡 ………… ………… …
 …… ……………… ……………… 2～ 8

2.祢宜内遺跡 …… …………… ………………………………………… ……9～ 10

3.三本木遺跡… ………… ……  …… ………… ………………… … 11～ 12

4.月 心院遺跡 … ……… … …  … …………………… ………… … 13～ 14

5.志在家遺跡 ………………… … …… …… …………………… … 15～ 17

写真図版 …… ………
 ………  …… ………………… … … …… …18～ 20



例

1.本書は、白石市教育委員会が平成 17年度に実施した市内遺跡発掘調査事業にかかる試掘調査

結果の報告である。なお本事業は市単独で実施し、事業費は 742千円である。

2。 本事業は白石市教育委員会が主体 となり、関係各位の協力を得て実施した。また、発掘調査

を実施したのは以下の地点であるが、これらのうち遺構に伴 う埋蔵文化財が発見されなかった

調査については本書への掲載を割愛した。

4.検出遺構の略号は以下の通りである。
SI:竪穴住居跡  SD:溝 跡  SK:土 墳  P:柱 穴

5。 本事業の調査の実施は宮城県白石市教育委員会社会教育課 日下和寿・津田優佳が、報告書本

文執筆は津田が担当した。

6。 発掘調査の実施、報告書作成等にあたつては、次の機関 。方々から多大なご協力をいただき

ました。記して感謝申し上げます。 (敬称略、順不同)

石油資源開発株式会社、」FEエンジニアリング株式会社、株式会社佐久間工務店、松野土地
家屋調査士事務所、上西正典、我妻正彦土地家屋調査士事務所、有限会社住企画、有限会社阿

部工営社、大野久雄、八巻健志、安藤みち子土地家屋調査士事務所、白石市都市整備課、有限

会社長山組、鈴木靖子、株式会社西山工務店、佐藤しん、佐藤建設、佐藤文弘、株式会社サタ

ケエ務店、佐竹一男、タナカ沢1量設計事務所、株式会社エヌ・ティ・ティ・ ドコモ東北、有限

会社シーエーコンサルタント、ボーダフォン株式会社、菱電湘南エレクトロニクス株式会社、

株式会社京電工、久保京子、セキスイハイム株式会社、佐藤春樹、佐藤節子、株式会社アイユー、

森徹土地家屋調査士事務所、大野久雄、大野行雄、山崎哲夫、鎌田建設株式会社、佐竹正克土

地家屋調査士事務所、家納久美、岡部とき子、宮城県大河原土木事務所、宮城県教育庁文化財

保護課、高橋建設株式会社

7.本事業の記録及び出土品は、白石市教育委員会社会教育課が保管している。

口

3.土層の色調標記については、『新版標準土色帖』 (′よヽ山・竹原、1996)を用いた。
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１

一
２

一
３

一
４

一
５

一
６

一
７

一

8

9

10

11

12

上高野遺跡

荒井遺跡

三本木前遺跡

御所内遺跡

青木遺跡

下館遺跡

道内原遺跡

堂田廃寺跡

下ノ神明違跡

田上遺跡

菅生田遺跡

下館違跡

散布地・製鉄遺跡

散布地・製鉄遺跡

散布地

集落

集落

散布地・城館・製鉄遺跡

散布地・製鉄遺跡

寺院

散布地

散布地

集落

散布地

縄文早～中・奈良 。平安

縄文前～晩・弥生 。古代

縄文前・後・晩・古代。中世

縄文早・中・後・平安

縄文早。中・晩。弥生・平安

縄文後。平安・中世

奈良・平安

平安

縄文中・平安

縄文前 。中

縄文前～後・弥生

古代

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

!4

中屋敷陣屋跡

月心院遺跡

祢陀内遺跡

祢宜内遺跡

観音崎遺跡

太畑遺跡

本郷遺跡

梅田遺跡

鷹巣古墳群

谷津川遺跡

白石条里制跡推定地

和尚堂遺跡

陣屋

散布地・寺院

散布地

散布地

集落

散布地・官衛

散布地

集落

前方後円墳・円墳

散布地

水田跡

散布地

近世

古代・近世

弥生～平安

奈良・平安

古墳後～平安

弥生～中世

古代

弥生・古墳

古墳・古代

縄文～古代

古代・中世

縄文後・古代

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡
―一¬一―



I.調査要項

遺 跡 名
県遺跡番号

所 在 地

調 査 要 因

調 査 期 日

1田 大 畑 遺 跡

大畑遺跡 (おおはたいせき)

02262 遺跡記号 :OH

白石市字東大畑・字堂場前・字大畑一番地内

個人住宅新築

平成 17年 6月 22日 、平成 17年 7月 13日 、平成 17年 9月 14日 、

平成 17年 9月 20日 、平成 17年 10月 1日 、平成 18年 2月 13日 、

平成 18年 3月 8日 ～ 3月 9日

Ⅱ.調査にいたる経緯

大畑遺跡は弥生時代～中世に属し、養老 5年 (721年 )に建郡 された苅田郡の郡衛跡と

推定されている遺跡で、これまでにも道路の建設などに伴いたびたび発掘調査が行われ

てきている。しかし、これまでの調査は開発に伴 うものであったことから断片的なもの

が多く、遺跡の構成については不明な点が多い。

当市において大畑遺跡は近年最も宅地化されている遺跡の 1つで、調査要因はいずれ

も個人住宅の建築や宅地造成等である。 1件あたりの発掘調査対象面積はそれほど広く

ないが、遺跡の内容把握のため土地所有者の方々等のご協力を得て発掘調査を実施した。

なお、今年度の調査箇所は6地点、昨年度は 3地点である。

Ⅲa遺跡の位置と環境

大畑遺跡は自石市字大畑一番・字大畑二番・字東大畑ほかに所在し、東北本線白石駅

のすぐ北方に南北 750m。 東西 850mの広い範囲で位置している(第 1図 )。 自石)||と斎ヶ

川によって形成された自然堤防上に立地し、遺跡の東辺は自石盆地を北流する斎ヶ川に

接している。標高は約 40～ 45mで大部分は畑地や水田であるが、東北本線西側はすで

に密集した宅地となっており、東側部分も近年は徐々に宅地化が進行しつつある。

本遺跡はこれまでに国道 113号線バイパス建設に伴う発掘調査がなど実施された (近

藤和夫 1991、 八嶋伸明 1995)。 これらの調査では掘立柱建物跡や礎石総柱建物跡、溝跡

などの遺構や瓦などの遺物が確認され、その結果から苅田郡衛と関連する可能性も指摘

されている。

周囲には斎ヶ川を中心に古代の遺跡が多く見られ、観音崎遺跡、北無双作遺跡、梅田

遺跡などの集落跡がある。また、昭和 15～ 23年の斎川河川改修工事の際には堤防沿い

から多くの完形品に近い土師器が発見されている (白石市史編さん委員編 1976)。 東方に

位置する鷹巣丘陵上には宮城県指定史跡の鷹巣古墳群が造営され、斎ヶ川西岸には銚子ヶ

盛古墳が、大畑遺跡の南東 l kmほ どの地域には白石条里制跡推定地が所在する。
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第 2図 大畑遺跡調査区位置図 (S=1/2,500)

-3-



ＭＮ
Ａ
ヽ
＼
、
、
、
キ
＝

第3図 地点① 遺跡配置図 (S=1/200)

Ⅳ.調査方法と成果

大畑遺跡で発掘調査を実施した 6地点

のうち、 5地点で遺構 。遺物および遺物

包含層が検出された。以下にそれらの出

土内容について記す。

【地点① :平成 17年 6月 22日実施】
調査は届出のあつた828だのうち34.8だ

について実施した。調査区の基本層序は

第 1層 (耕作土):暗褐色砂質シル ト層 (粗

砂を含む)、 第 2層 (堆積土):暗褐色粘

土質シル ト層、第 3層 (遺構確認面):に

ぶい黄褐色砂層である。

調査の結果、T2の GLか ら55cmほ ど
の深さから溝 1条・ピント3基が検出さ

れた。

調査区はTl・ T2を南北方向に設定

し、Tlか ら掘 り下げを実施したが、層の理解を誤り、T2の南側 1/3は掘 りすぎてし
まった。T2で遺構が検出されたことから、Tlでもセクションを再確認したが、層序
が異なっていたことなどからTlに遺構が確認していたのかは確認できていない。
また、溝堆積土から円田式期の上器片 1点のほか、土器片がわずかに出上した。

なお、大畑遺跡では 7件の調査を実施したが、いずれの調査も遺構の平面形が検出さ

れた段階で事業主と再協議し、遺跡への影響が少ない施工方法を採用してもらつたため、

基本的にそれ以上の掘 り下げは行なっていない。発掘調査終了後は写真・図面等で記録

を作成し、埋め戻している。

以下にそれぞれの遺構について記す。
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第4図 地点② トレンチ配置図 (S=1/250)
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5層中

。SD01溝 跡
T2北側の第 3層上面で

検出された。溝の堆積土か

らは土器片等が少量出上し

ている。

・ Pl～ 3
T2中央の 3層上面で検
出された。ピットの大きさ

は 10～ 30cmであるが、調査

区域の制限からこれらがど

のように組み合 うかは確認

できなかった。遺物は確認

されていない。

なお、遺構検出後は遺構

の平面形を写真 。図面で記

録し、埋め戻した。第5図 地点③ 遺構配置図 (S=1/100)

【地点② :平成17年 7月 13日および9月 20日実施】

調査は届出のあった 1,449.82ゴ のうち、57.08ポ について実施した。調査封象地は一連

ではなく北側と南側に別れており、以下便宜的に北側部分を北区、南側を南区と呼ぶ。

調査区は北区にTl・ T2、 南区にT3～ T7を設定した。調査期日が期間をおいて 2

日に及んでいるのは、はじめに遺構確認調査を実施した結果遺跡への直接的な影響はな

いと判断されたが、その後土壌改良をする計画へ変更となったことからその部分につい

て再度発掘調査を実施したものである。

調査区の基本層序は北区で第 1層 (表土①・耕作土):暗褐色シル ト質粘土層、第 2層

(表土②):暗褐色シル ト質粘土層、第 3層 (盛土):にぶい黄褐色砂層、第 4層 (遺物包

含層):黒褐色粘土層で 4層上面まではGLか ら85cmである。南区は第 1層 (盛土):褐

色砂層、第 2層 (十日表土):黒褐色粘土質シアレト層、第 3層 (遺物包含層):黒褐色粘土層

第6図 地点③ 出土遺物 (S=1/3)
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第 7図 地点④ 土層断面模式図

とが判明した。

遺物は北区及び南区から出上しているが、いずれも小片で図示できるものはなかった。

【地点③ :平成 17年 9月 14日実施】
調査は届出のあつた314ピのうち 18ポについて実施した。調査区の基本層序は第 1層

(表土):灰黄褐色シル ト層、第 2層 :褐灰色シル ト層、第 3層 :褐色シル ト層、第 4層

(遺物包含層):第 3層 と第 5層の混土、第 5層 (遺物包含層):黒褐色粘土質ルシト層、

第 6層 にぶい黄褐色シル ト層、第 7層 にぶい黄褐色シル ト質砂層である。

調査の結果、遺構は確認されなかったがGLから64cmの 4層から布目瓦片 1点が、5層

からは布目瓦片 1点 と棒状鉄器片が 1点程出土したことから付近に瓦葺の建物跡の存在

が予想された。

【地点④ :平成 17年 10月 1日実施】
この地点の扱いはもともと工事立会だったが立会中に遺構が確認されたため急邊記録

のために調査を実施したものである。

遺構が発見されたのは擁壁設置のために根掘 りされた部分の断面で事業地の南西隅か

ら6.5mの所で土坑、竪穴状遺構、厚さ17cmの焼上が各 1基確認された。焼土は竪穴状遺構

に伴うものとみられる。

立会箇所では第 1思水田床土):にぶい黄橙色シル ト層、13cm、 第 2層 :褐灰色シル ト層、

20cm、 第 3層 :褐灰色シル ト層、1lcm、 第 4層 :褐灰色土層、10cm、 第 5層 (古代の遺構

確認面):黒褐色土層、弥生土器を含む 27cm以上、第 6層黄褐色砂礫層となっている。

で、 3層上面まではGLか ら 85cmである。調査の結果、

調査対象地には厚さ 25～ 60cm程の遺物包含層が広がって

いることが確認されたが、遺構は検出されなかった。

また、南区南半はかつて産業廃棄物の捨て場 として利

用される等たびたび改変を加えられている土地であるこ

ａ

∩
日
肝
ｒｉ
ゝ
、
―‐
州
釧
ｒｌｌ
期
〃

１

0               5cm

的

出土層位 器  種 外面の特徴 内面の特徴 備  老

1 地点④ 広□壷
縄文LR→平行沈線
文、連続する三角形

ミガキ
内外面に炭
化物付着

地点④ 不明 附加条 摩減

3 地点①溝1埋土 璽 重層山形文 粗いミガキ

第8図 地点④ 出土遺物 (S=1/3)
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遺物は土師器甕、弥生土器の広日壷が出土している。

遺構の確認状況は第 7図のとお りである。

【地点⑤ :平成 17年 2月 13日 実施】

調査は届出のあつた 224ポのうち 13.2ポについて実施した。調査区の基本層序は第 1

層 (表土):暗褐色シル ト層、第 2層 :黒褐色粘土質シル ト層、第 3層 :黒褐色粘土層、

第 4層 (掘 り下げ停止面):褐色粘土層、第 5層 :黒褐色粘土

質シル ト層である。

調査の結果、遺構は確認されず、遺物は内黒土師器郭底部片

が 1片のみだつた。

【地点⑥ :平成 17年 3月 8日 ～ 3月 9日実施】

調査は届出のあつた 919ポのうち 76.8ポ について実施した。

調査区の基本層序は第 1層 (表土):黒褐色粘土質シル ト層、

第 2層 (整地層):褐色粘土層、第 3層 (地山 。遺構確認面 )

:オ リーブ褐色シル ト層である。

調査の結果、現 GLか ら 65cmの深さで竪穴住居跡 1棟、土坑

1基、溝 2条、遺物包含層が確認された (第 9図 )。 また、遺物

は上師器が出土している。

以下にそれぞれの遺構について記す。

・ S101住 居跡
調査区南端の 3層上面で検出された。検出できたのは北東コ

ーナーのみで、全体規模は不明である。住居跡の一部が掘 り下

げられているのは調査をこの部分から開始したため、当初住居

跡の堆積土中であると気付かなかったためである。北辺には煙

道のつくカマ ドを有している。住居の堆積土中からは土師器甑、

郷が出土している。

。SK01土 坑麟
S101住 居跡の北東コーナーの北側 40cmで検出された。

形状は方形基調で直径約 80cmで ある。

・ SD01溝 跡
3層上面で検出され、幅約 60cmである。溝は東西に走つてお

り、以下に記す SD02溝 跡 とほぼ水平方向となっている。

掘 り下げを実施していないため、溝の断面形状は不明である。   第 9図 地点⑥
。SD02溝 跡
3層上面で検出され、幅約 30cmである。溝の断面形状は不

遺構配置図 (S=1/200)

明である。

・遺物包含層

調査区北側の 3層上面で検出された。遺物包含層はもともと調査区北側に広がつてい

たものである。

4層

3層 上面

ＭＮ

S D 02

‐‐‐キＣボ
比
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V〕 考察とまとめ

今年度は大畑遺跡での発掘調査は6地点で実施した。調査の結果、下定の遺構の広が

りが確認された。

熙
嘔璽藝匡理フ

ア 2

0                      10m

第10図 地点⑥ 出土遺物 (S=1/3)

的 出主底位 器 種 外面の特徴 内面の特徴 傭  老

1
咆
S10112■ 甑 翻螂 馨ナス 黒4あり ・孤‰一］蠣2 齢OSi012監 郷 国威 筐創こ段あり 内黒、摩滅 推定El径 13cm
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I.調査要項

遺 跡 名
県遺跡番号

所 在 地

調 査 要 因

調 査 期 日

2.祢 宣 内 遺 跡

祢宜内遺跡 (ねぎうちいせき)

02430 遺跡記号 :NG

白石市宇祢宜内地内

公共下水道敷設工事

平成 17年 9月 8日 ～ 9月 9日

I.調査にいたる経緯
祢宜内遺跡は大畑遺跡に隣接し、奈良・平安時代の遺跡であるとみられている。今回

はもともと発掘調査をする予定ではなく、公共下水道敷設に伴 う工事立会という扱いだつ

たが、立会中に上師器片・須恵器片が伴 う竪穴状遺構が確認されたため急速担当課 と協

議し、遺跡の内容を記録するために調査が実施 された。

Ⅲ日遺跡の位置と環境

祢宜内遺跡は白石市字祢宜内・十王堂北ほかに所在し、東北本線白石駅の北方約 750m

に位置している。白石川 と斎ヶ川によつて形成された自然堤防上に立地し、これらの川

は祢宜内遺跡から l kmほ ど北の地点で合流する。標高は約 40～ 45mである。

本遺跡の南側は苅田郡衛跡 と推定されている大畑遺跡の北隣に位置する。遺跡は白石

川 と、白石川の支流である斎ヶ川によつて形成された自然堤防上に立地し、斎ヶ川沿い

には古代の遺跡が数多 く分布している。それらには集落跡である観音崎遺跡、北無双作

第 11図 調査区位置 (S=1/1,000)
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3地山、10 YR 5/2灰貫掲色シルト質砂、
酸化鉄分を含む、しまり中、粘性弱

第 12図 竪穴状遺構平面図
断面図 (S=1/40)

遺跡、梅田遺跡などがあり、斎ヶ川の河川改修工事の際

には多くの遺物が採集されている (白石市史編さん委員

編 1976)。

なお、平成 16年度には今回の調査地点から北に50m
の地点で駐車場敷設工事に伴 う遺構確認調査が実施され、

土坑 1基が検出されている (津田優佳 2005)。

遺跡の現状は大部分が水田及び畑地であるが、遺跡の

南端から住宅が建設されはじめてきてお り、徐々に遺跡

は失われてきている。

Ⅳ.調査方法と成果

調査及び立ち会いは通知のあった 160だのうち、遺構・

遺物の確認されたマンホール設置地点 2.96だ と管埋設箇

所で実施した。

調査区の基本層序は第 1層 :黒褐色土、第 2層 :褐色

土と暗褐色土、第 3層 :暗褐色土 (遺物包含層)、 第 4層 :

褐色上、第 5層 :褐色砂礫層、第 6層 :褐色砂層である。

調査の結果、GL下 50cmほ どの深さで竪穴状遺構 1基
が検出された (第 12図 )。

・堅穴状遺構

調査区域の制約から住居跡の全体形は不明であるが、東西 1.9m、 南北 1.3m以上の

規模を持つ。遺構の北東隅が検出されたことから方形基調 と考えられるが、遺構内は既

設水道管によって東西方向に切 られている。北辺には幅 30cmほ どの張 り出しを持つ。深

さは 20cm程度と確認された。遺構底面には直径 18cmの ピットが検出されている。内黒土

師器、須恵器が若干出上している。

なお、この調査で遺構の記録が取られたことから、その後予定通 り下水道管の敷設を

進めた。

VJ考察とまとめ
今回の調査では検出された遺構は竪穴状遺構 1基である。マンホール設置個所以西で

は土師器を含む遺物包含層が確認されていることから、付近に同時代の遺構が広がって

いることが推定される。
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3.三 本 木 前 遺 跡

I.調査要項

遺 跡 名

県遺跡番号

所 在 地
調 査 要 因

調 査 期 日

三本木前遺跡 (さ んぼんざま

えいせき)

02308 遺跡記号 :SBM

白石市福岡深谷字北上地内

ガスパイプラインバルブステ

ーション建設

平成 17年 12月 20日・3月 15日

Ⅱ.調査にいたる経緯
三本木前遺跡は縄文時代前・後・晩

。古

代 。中世に属する遺跡とみられている。

この度の発掘調査は白石市～福島県郡山市までガスパイプラインが開通するのに伴い、

遺跡の範囲内にバルブステーションを建設する計画が持ち上がつたことに起因する。

この計画では表上を剥いだ後、盛土造成してバルブステーションを建設する予定となっ

ていたが、一部配管が深′く入る予定だつたことから、工事に先立ち遺跡の状態を確認す

るため、発掘調査を実施した。

ⅢB遺跡の位置と環境
三本木前遺跡は白石市福岡深谷字三本木前

。松場 。下舘ほかに所在し、自石市役所の

北方約 3.5kmの 地点に位置している。遺跡は幅 250m、 長 さ375mの広い範囲をもつ。

遺跡は深谷台地の西端部、標高 90～ 92mの辺 りに立地してお り、西方には蔵王山脈

から派生する山並みが迫つている。三本木前遺跡はもともと三本木遺跡 と三本木前遺跡

の 2つの遺跡だつたが、統合され現在の範囲となっている。本遺跡で本格的な調査が実

施されたことはないが、遺跡内には縄文土器片・石鏃・磨製石斧などのほか、土師器片

第 13図 調査区位置図 (S=1/2,500)

ＭＮ

代

ヽ

、

ェ

Ａ

、

キ   キ
T3

1        rT 4
T5

第 14図  トレンチ、遺構配置図 (S=1/4,000)
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・須恵器片が広 く分布する。周囲に

は上高野遺跡・高野遺跡・下館遺

跡などの製鉄遺跡が存在し古代の

遺跡が多い一方、縄文時代の遺物

も多く確認されている地域である。

現状は大部分がほ場整備実施後

の水田となってお り、今後もこの

状態が維持されるとみられる。

Ⅳ.調査方法と成果

調査は届出のあった 1447ポのう

ち、89だについて発掘調査を実施

した。今回の調査では調査対象地

内に調査区を 5箇所設定し、重機

と調査員等で精査している。基本

層序は第 1層 (客土):黒褐色粘
土質シル ト層、第 2層 (整地層):褐

色粘土層、第 3層 (遺構確認面):オ

リーブ褐色シル ト層である。

調査の結果、現表土となってい

る第 1層 と第 2層の層理面がかな

り鮮明であることから、第 1層は

S.PA′
0
＼
ヽ

S.PA′
ト
L=90.600m S,PA

引
1

10Y日 4/2黄褐色シルト、粘性中、
土器を含む

10 YR5/8黄掲色シルト、粘性弱、
基本層位 3層

しまり弱、炭化物が極まれに入る、

しまり弱

第15図 土抗平面図、断面図 (S=1/20)

式翼善科了瀞
0               5cm

的

罐酔―芦
2

第 16図 出土遺物 (S=1/3)

過去に削平を受けた後、もたらされた客上であり、もともとの地層は第 3層以下である

ことが確認された。また、T2か ら土坑が 1基検出され、堆積土からは繊維を含む縄文
土器片が出上した。石鏃先端片 (埋± 2出土、残存長 1,6 cm、 幅 1.3 cm、 厚さ 0.5 cm、

半透明石英)も 出上しているが、小片のため図示できなかった。以下に遺構の概要につ
いて記す。

・ SK01土 坑跡
T5第 3層上面で検出された。平面形は円形を基調とするが、遺構検出面はすでに削
平を受けているため、本来の上坑の深さや形状ではなく、削平後の状態である。現在の

規模は直径約 95cm、 深さ 13cmで、底面はほぼ平坦である。底部の立ち上が りは急である。

堆積土は第 1層 :灰黄褐色シル ト層 (炭化物をわずかに含む)、 第 2層 :黄褐色シル ト層
の 2層である。

V.考察とまとめ
土坑から出土した土器に繊維が含まれることか

ら縄文時代早期末～前期初頭の時期のものと考え

られる。周辺地域はすでにほ場整備が実施されて

いるが、今回遺構の残存が確認されたことから、

ある程度の削平は受けているものの大幅な改変で

はなく、遺跡が残存している可能性は高いと考え

られる。

-12-

出土層位 器 種 ,卜面の特徴 内面の特徴 備  者
1 土坑1埋■1層 深鉢 縄文LR ミガキ 繊維土器

2 主坑1埋主1層 深鉢 縄文LR ミガキ 繊維止器



I.調査要項
遺 跡 名
県遺跡番号

所 在 地
調 査 要 因

調 査 期 日

4口 月 心 院 遺 跡

月心院遺跡 (げつしんいんいせき)

02324 遺跡記号 :GSI

白石市大平森合字寺前地内

ガスパイプラインバルブステーション建設

平成 18年 1月 25日

Ⅱ.調査にいたる経緯

月心院遺跡は古代 。近世に属する遺跡 とみられている。この度の発掘調査は白石市～

福島県郡山市までガスパイプラインが開通するのに伴い、遺跡の範囲内にバルブステー

ションを建設する計画が持ち上がったことに起因する。この計画では表上を剥いだ後、

盛土造成してバルブステーションを建設する予定となっていたが、一部配管が深 く入る

予定だつたこと、遺跡のほぼ中央部に建設予定であることから工事に先立ち遺跡の状態

を確認するため発掘調査を実施 した。

Ⅲ.遺跡の位置と環境

月心院遺跡は白石市大平森合字寺前・字北中屋敷に所在し、自石市役所の西南約 l km

の地点に位置している。遺跡は白石盆地の西端にあり、遺跡のすぐ西方には山並みが迫っ

ている。幅 100m、 長さ200mの範囲をもち、標高 76～ 90mの丘陵上に立地している。

月心院は 1648年に開山した臨済宗の寺院だったが、明治初年に廃寺となった (飯沼寅

第 17図 調査区位置図 (S=1/2,500)
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治 1984)。 ここには真田幸村夫妻の菩提を弔う位牌が安置してあったほか、明治元年に福

島で暗殺 された奥羽鎮撫総督府下参謀世良修蔵 らの首級が埋葬されていたと伝えられて

いる。また、付近には土師器片を確認することができるが、本格的な発掘調査が実施 さ

れたこともなく、詳糸田については不明な点が多い。

周囲には中屋敷陣屋跡 。一本木遺跡 といつた近代の遺跡のほか、神明遺跡・下館遺跡

のような古代の遺跡もみられる。

Ⅳ.調査方法と成果

調査は届出のあった 748,7だのうち、54ポについて発掘調査を実施した。調査対象地内

に調査区を3箇所設定し、重機 と調査員等で精査している。基本層序は第 1層 (表土):

褐色粘土質シル ト層、第 2層 :褐色粘土質シル ト層、第 3層 (遺構確認面):橙色粘土 (粗

砂を含む)層である。

調査の結果、GL下 42cmほ どの深さからピット1基が検出された。ピットは直径約
40cmである。

遺物はいずれの調査区からも出土していない。

V.考察とまとめ
今回の調査でピット1基が検出された。しかし、遺物がまったく検出されなかったた

め、年代は不明である。調査対象地の位置は遺跡の中心部であるが遺構・遺物の密度共

に薄 く、遺跡範囲について検討の余地がある。

第 18図 調査区位置図 (S=1/500)

〒〒下〒〒〒〒〒
『
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志在家遺跡 (し ざいけいせき)

02359 遺跡記大鷹沢三沢字

前輪地内

宅地造成および住宅新築

平成 17年 8月 17日 、平

成 18年 2月 28日

5日 志 在 家 遺 跡

I.調査要項

遺 跡 名
県遺跡番号

調 査 要 因

調 査 期 日

Ⅱ.調査にいたる経緯
第19図 調査区位置図 (S=1/2,500)志在家遺跡は縄文・古代に属する遺跡と

みられている。この度の発掘調査は遺跡の範囲内で宅地造成し、個人住
宅を新築する計

画が持ち上がつたことに起因する。今回調査対象地とな
った地点の北側に隣接する住宅

建築の際にも確認調査を実施した結果、遺構は検出されなか
つたものの堆積土中から土

師器片が多く出上し、遺構の存在が予想された。今回
の工事は盛土を伴うものであつた

が、浄化槽が設置される予定があつたことなどから住宅建築に先立ち遺跡
の状況を把握

するため発掘調査を実施した。

Ⅲ.遺跡の位置と環境

志在家遺跡は自石市大平字志在家
。大鷹沢三沢字前輪に所在し、白石市役所の東南約

2.6kmの地点にある。遺跡周辺は阿武隈山地から派生した丘陵が東側
から迫り、毛箸山か

ら北に延びている丘陵の先端部にあたる。白石盆地の東南端に位置
し、幅 125m、 長さ

200mの範囲で標高 53～ 54mに立地している。

これまで石鏃・土師器・須恵器片が確認されているが、本格的な発掘調査
が実施され

たことはなく、詳細については不明な点が多い。

周囲には原下遺跡・瘤石遺跡
。工丁目遺跡・西在家遺跡

。久保沢遺跡などがあり、い

ずれも志在家遺跡と同様に古代に属するとみられて
いる。遺跡の西側には坂谷古墳群が

位置し、古墳時代の遺跡もいくつか確認されている。そ
のほか、遺跡東側には南北朝戦

乱時に一時北畠顕信の居城となった三沢城跡がある。

Ⅳ.調査方法と成果

志在家遺跡で発掘調査を実施した 2地υ点でともに遺構
。遺物および遺物包含層が検出

された。いかにそれらの出土内容について記す。

【地点① :平成 17年 3月 17日実施】

調査は届出のあつた230ポのうち、8.5だに
ついて発掘調査を実施した。基本層序は第

1層 (表土):にぶい黄褐色粘土層、第 2層 (盛土):黒褐色粘土層、第 3層 (盛土):オ

リーブ黒色粘土 (粗砂を含む)層、第 4層 (盛土):褐色粘土 (粗砂を含む)層、第
5層

―――-1貯



(遺物包含層):暗褐色粘土層である。
調査の結果、現 GL下 90～ 120cmほ ど
の深さから土師器片が出上したため、調

査員が精査した所、 トレンチ北側で溝状
遺構が確認されたため、調査区を西側に

拡張した。 トレンチ南側ではピット1基
が確認されている。

以下にそれぞれの遺構について記す。

・溝状遺構

第 5層上面で検出された。溝状遺構は

遺物包含層を切つているが、遺物は確認

できなかった。

・ ピット

直径約 20cmである。表杉ノ入式郵破片

1点が出上している。

【地点② :平成 18年 2月 28日実施】
調査は届出のあった230ポのうち、11.8だについて発掘調査を実施した。基本層序は第
1層 (表土)i褐色粘土質シル ト層、第 2層 :明褐色粘土質シァレト層、第 3層 :橙砂質シ
ル ト層、第 4層 :にぶい黄ttS色粘土 (粗砂を含む)層、第 5層 :橙粘土層である。
調査の結果、現GL下 65cmほ ど掘り下げたところでピット2基が検出された。ピット
の直径はピット1が 20cm、 ピット2が 40cmで ある。また、両者の西側で風倒木痕が確認
された。

V口 考察とまとめ

地ッく①の溝状遺構は遺物の検出がなかったため、明確な時期は不明である。しかし、
遺物包含層の出土遺物には表杉ノ入式期の上師器片があるため、溝状遺構はそれ以後の
ものと考えられる。

地〃く②の調査対象区西側 1/4はすでに表土がなく、西斜面を切上して造成されたもの
である。 トレンチ周辺からは土師器片・須恵器片・中世陶器片が数点表採されたが遺構
に伴 うものは検出されていない。

遺物包含層

第20図 地点① 遺構配置図 (S=1/100)
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第21図 地点② 遺構配置図 (S=1/100)
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写真1大畑遺閉 地点② Tl全景 (東から)

写真5大畑遺跡 地点① T2遺構検出状況 (北西から)

写真2大畑遺跡地点② Tl北壁セクション (北から)

写真6大畑遺闘 地点③ (東から)トレンチ全景

写真7
大畑遺跡 地点①

Tl全景 (北から)

写真8
大畑遺跡 地点④

土坑断面 (南から)

大畑遺跡地点② T3全景 写真4大畑遺跡 地点② T3南壁セクション (北から)
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写真8
大畑遺跡 地点⑤

調査区全景 (北から)

写真9
祢宣内遺跡

竪穴状遺橋

完掘状況 (東から)

写真10大畑遺跡 地点⑥ S101住居跡、
SKOl土坑跡 検出状況 (西から)

祢宜内遺醐 竪穴1犬遺構 断面 (西から)

写真 14三本木前遺跡 SK01土坑跡セクション (南東から)  写真 15三本木前遺跡 SK01土坑跡完掘状況 (北東から)
19-
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写真13三本木前遺跡 Tl南壁セクション (北から)写真12三本木前遺跡 T2全景 (西から)



写真 16月心院遺跡 T2全景 (南から)

写真18志在家遺跡地点② トレンチ全景 (西から) 写真19志在家遺跡地点① トレンチ全景 (南から)

写真24(第 10図 1)

写真17月心院遺跡 T2ビット検出状況 (南から)

写真20(第 6図 1)

写真25(第 8図 1)
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